
 

児童が小矢部川で水生生物や水質を調べました 

（小矢部川に学ぶ会） 
 

７月２８日（土）に、小矢部川に学ぶ会（以下、学ぶ会）が主催で、小矢部川の中流の２

箇所で川の水生生物や水質の調査を地元福岡小学校の児童と一緒に行いました。 

当日は、児童３名、保護者３名、学ぶ会会員６名が参加しました。水質調査は、ＣＯＤ（化

学的酸素要求量）やアンモニア、透視度等を調べました。小矢部川の透視度は出水による濁

りの影響で７月中旬の他の調査より高い値が、また猛暑による藻類の繁殖のため、昨年より

ＣＯＤがやや高い値が観測されました。また、出水の影響で水生生物はあまりいませんでし

た。その中でも、「ややきれいな水」に棲むコガタシマトビケラやオオシマトビケラ、「きた

ない水」に棲むミズムシが石の下から見つかりました。学ぶ会吉田代表は『小矢部川は農業

用水や生活排水の排水河川であるが、庄川の伏流水の影響で、思ったほど「きたない水」で

はない。むしろ、生物については多様性のあるおもしろい川だと思っている。今後も継続し

て調査し、小矢部川の水質の状況を見ていきたい。』などと話していました。 

富山河川国道事務所では、今後も継続して協力していきます。 

   

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山河川国道事務所 河川管理課  

〒930-8５37 富山市奥田新町２番１号 Tel.076-443-4701（代） 

ホームページ：http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/ 
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